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１．開会 

２．あいさつ 

 

【戒田部長 挨拶】 

 皆様、本日は大変お忙しい中、この第 2 回石川県国際化推進委員会にお集まりをいただ

きまして、誠にありがとうございます。また、委員の皆様には日頃から、本県の国際化施

策の推進にご協力をいただいておりますことを改めて感謝を申し上げます。いつもありが

とうございます。 

 さて、新しい国際化推進プランでございますけれども、この策定に向けまして、７月に

第１回のこの会を開催いたしまして、皆様から多くのご意見を、それぞれのご専門、それ

からご経験に基づく幅広いご意見をいただいたところでございます。 

また、10 月４日になりますけれども、馳知事と外国人住民の方との意見交換会を実施いた

しまして、そこでは日本語教育ですとか、災害対応、就労支援など県内でお住まいの外国

人住民の方から率直なご意見、日々の生活の中で感じておられることをお聞きしたという

ところでございます。 

 本日の委員会でございますけれども、私どもの方で新たなプランの基本方針案をお示し

させていただきたいと思っております。それでこの基本方針案につきまして、第１回の委

員会のご意見を踏まえまして、課題なども見えてまいりましたので、そのあたりを取りま

とめまして、取組の方向性ということを、一旦ご提示をさせていただきたいと思います。

本日はそれをご覧いただきまして、改めまして、委員の皆様からそれぞれご意見をいただ

きたいと思っております。 

 どうぞ忌憚のないご意見を賜りますようお願いを申し上げまして、開会にあたっての私

からのご挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

３．委員紹介 

４．議事 

  （１）議題 

     （事務局から会議資料に基づいて説明） 

  （２）意見交換 

 

【山路委員】 

 ちょっと簡単に、私は輪島市社会福祉協議会の生活支援相談員を兼務をさせていただい

てまして、見守り相談をしていて、輪島市の現状も踏まえて、ちょっとお伝えできればと

思っております。輪島市、公費解体もだいぶ進んで、更地がすごく増えているという状況

で、ただ、少しずつ新築の家も出てきてるというような状況で、何かすごく今、家の再建

ができてる方とできてない方の差が激しいな、というのをすごく感じております。フィリ

ピンの方からも、日本人配偶者の方が、なかなか再建について考えられないみたいな相談
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を受けることもありますし、技能実習生の方とかだと、お米が高くて買えないとかが、結

構今いろいろなので、何か農家さんから安く仕入れられないかみたいな相談を受けたりし

ているというような状況になっております。 

 今回の新プランの方針のところで、私としては、１－３の民間団体の代表でもあるので、

そこのところでぜひちょっとご意見させていただきたいのが、奥能登地域、多文化共生を

標榜した団体というのが、なかなか少ないというのが今の、私もうこちらへ移住して１年

半ぐらいになるんですが、すごく感じているところです。なので、何かゼロから多文化共

生の団体とか、外国人の団体を立ち上げるというのはなかなか難しいかなと思ってますの

で、例えば子育てサークルの団体が、多文化共生についても考えたりとか、ＰＴＡの人た

ちが外国にルーツを持つ子どもたちについて考えてもらうみたいな、そんな機会を作れな

いかなと今思ってて、「 ほくりくみらい基金」さんから、休眠預金の助成金を今年いただく

ことになって、そういう形で少しずつ、社会資源の方たちに掘り起こしを、奥能登で輪島

を中心に、これからできていければと思っております。やっぱり奥能登地域だと、国際交

流協会とか国際課がない状況で、相談するところがないというところがあるので、そこで

今ちょっと輪島市社協の本当何人かなんですけど、例えば社協はどこにでもあるので、社

協がそういった外国人担当を置くみたいなことができたら、もっと対応もできます。例え

ば奥能登広域で、広島の備後地域だったと思うんですけど、広域で多文化共生プランを作

って、そこで広域のいろいろ対応するというような事例もあったので、奥能登広域の多文

化共生プランを、何か県の方でもご指導いただいたりしつつ、何か広域の相談窓口とかが

できたらいいなというのを、すごく今感じているところです。２のところですかね、生活

支援の充実のところで、本当に輪島そういう状況なので、今その ほくりくみらい基金」

の助成金を使って、多文化ケアマネージャーみたいな人たちを私達として育成しようとい

う。外国人のアセスメントを取って、生活情報と日本語、２軸で見て、介護のケアマネジ

ャーさんみたいな、アセスメントを取って支援機関につなぐ、みたいな体制づくりを今し

ようと思ってるところなんですけど、なかなか外国人の方たち声を上げられない方たちが

多くて、どうしても行政側も、そういう申請がないとなかなか動けないというのも輪島市

の方たちも話されてるので、何かちょっと民間団体が、そういうところでアウトリーチし

ながら、外国人の困りごとなんか、もっと早く救える体制づくりを今のところで思ってお

ります。 

 あと、２－３のところで共生社会のところで、先日、社協でサロンを開いたときに、カ

ンボジア人の技能実習生の子がちょっと離れた公民館まで、この同じ仮設団地の高齢者の

方を連れてきて、おじいさん一緒に行こうって言って連れてきてくれてる姿を見たら、す

ごくこういうのがいいなと思って、外国人も、その子、まだ来て１年でそんなに日本語得

意ではなかったんですけど、高齢者の方とコミュニケーションをとることで、この１年で

すごく日本語力が伸びていて、何かそういう形で、高齢者の方も外国人も守るみたいな、

何かそういう体制できないかなと、今輪島でも考えていて、輪島ですごく今、公民館活動

がなくなったりとか、奥能登豪雨で畑に泥がついて、なかなか農作業に行けないみたいな
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声も聞くので、そこでサロン活動をすごく積極的に開いてるんです。例えばそこで、ベト

ナム料理するので、おばあちゃん行きませんかみたいな形で、外国人がちょっと先生とな

っているような体制づくりみたいなのを、今輪島で取り組んでいるところで、もし何か参

考になればと思っていました。 

 最後の３番の人材のところに関しては、本当に奥能登ってかなり、さらに人が減ってい

て、なんか毎月のように誰かが退職するみたいな話も聞いたりする状況なので、やっぱり

本当に外国人材を求める声、すごく現場からもよく聞いております。なので、例えばです

けども、公立の日本語学校をつくるとか、何か１つ就労型の日本語学校で外国人材が入っ

てこれるルートを作ってもらうとか。ちょっと私達でも今、可能性について考えているん

ですが、何かそんなことができたら、もっと外国人が集まってって、さらに生活支援をさ

れて、能登だったり石川を選んでくれる外国人がもっと増えてくれるんじゃないかなとい

うところでいます。 

 

【梅本座長】 

ありがとうございます。それでは、ママードウァ委員お願いします。 

 

【ママードウァ委員】 

 はい。ありがとうございます。素晴らしい提案たくさんあると思いますけれども、ちょ

っと私気になってる３点、ちょっと共有したいと思います。１番のページで言うと、３番

目のページになるんですけれども、基本方針 1の下の取組方向の②のところですけれども、

石川県の特徴を生かした国際協力ですけれども、これ下の方に書いてる世界農業遺産など

に、いろいろ国際化を進めればいいんじゃないかという提案なんですけれども、ぜひ私提

案したいところがありまして、石川県に国連が提案してるこのユネスコという機関があり

まして、ユネスコの登録地域として、石川県に３つの登録地域があります。１つは白山で

すよね。白山の世界ユネスコグローバルジオパーク、もう１つ白山ユネスコエコパークが

１つあります。もう１つ、金沢市内のユネスコ創造都市ネットワークにも入ってますけれ

ども、それぞれネットワーク結構広くて、特にジオパークあるいはエコパークの場合は 750

カ国が世界での連携されてますし、ジオパークの場合は 230 以上の国が連携されてるので、

今白山の方でそのジオパーク関連で、キルギスタンとか、トルコとかのお客さんが来て、

共同で何か国際化を進めましょう、進めないかという提案もあるので、ぜひこの２番のと

ころに世界農業遺産がやっぱり能登だけがあるんですけれども、それだけに偏らないで白

山の方、加賀の方、金沢市内の方にも広げてほしいという提案が１つです。 

 もう１つ、２番目のところですけど、ちょっと私いつも聞いてるのは外国人が来て日本

を助けてほしいという意見が多いんですけど、私その意見ほとんど好きじゃなくて。なぜ

かというと、もし誰か助けて欲しい場合、その優秀な人材は絶対来ないので。来るとした

ら、何か自分の国で困ってることがある人材が、日本に来ることが当たり前のことになり

ます。例えば皆さんは、カザフスタンが困ってるので、中央アジア困ってるので、助けに
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行きますか。いけないので、日本よく優れてるので、日本は生活しやすいので、それは誰

も行かないですね。それは逆のパターン考えると外国人が日本に来るとき、やっぱり自分

の国で何かある貧しい外国人は結構来ると思いますよ。今の事情がそんな通りになってる

ので。 

 基本方針の３番の３、ページで言うと９ページです。基本方針２の取組方向の１番の最

後の下の３書いてるんですけど、外国人の市民に日本のルール、日本の生活をしっかり、

あの学んできて、日本語を学んでから、地域に派遣した方がいいと思います。例えば輪島

市も同じと思うんですけれども、今人口減少・不足で困っているんですけれども、何もわ

からない外国人が来たら、逆に迷惑かけることが多くなりまして、私もそれを体験してる

ので、私は白山市にあの何人かの外国人を派遣して、地域定着させようと思ったんですけ

れども、地域に結構迷惑かけて、フランス人の人材でしたけど帰ってきました。で、やっ

ぱり日本のルールわからないし、地元の人と交流わからなくて、この３番目のところ、本

当に１番ポイントがあるんではないかと思います。そのために、私のその最後の意見です

けれども、日本語を皆さんが強調して、たくさんこの日本語コースを出したり、日本語育

成をするように書いてあるんですけれども、私心配してるのは、これ人材です。今日本人

の先生が足りないので、全国で足りないので、日本語を教える人材はほとんど足りないで

すよね、金沢大学もその１つです。県がこんなたくさん日本語教育を出してるんですけど、

どういうふうにこれを対応するか、すごく心配になっております。お金面もあるし、人材

の面もあるので、提案が１つあります。今、生成ＡＩが結構発展してるので、できれば日

本語の一部の教育を生成ＡＩに任せて、アプリケーション経由でいろんな企業とか、地元

のところに入れて、そこから学んでもらうことが１つの提案です。長くなりまして失礼し

ました。以上です。 

 

【梅本座長】 

ありがとうございます。それではマーシャル委員、お願いします。 

 

【マーシャル委員（通訳：ジャスティンさん）】 

 北陸大学のマーシャルです。２つ申し上げたいことがありまして、まず１つ目が日本語

教育についての問題。ここに書いてあるものは外国人、県内に住んでる外国人に対する日

本語教育の提供。通常でしたらそのクラスを開いてとか、場所を借りて、それで一般的に

日本語教育を行うんですけど、なかなか全員がそこに通うことは、いろんな事情で、仕事

だったり、子育てだったり、いろんな事情でなかなか行きたいんだけど、そういうクラス

に行けない人が多いんではないかと思います。１つの解消方法としては、オンラインでも

っと気楽に日本語授業を受けられるような、何かのシステムを作ったらどうかなと思いま

す。先ほどママードウァ先生も日本語教員の人材不足、我々北陸大学も同じ問題を抱えて

います。マーシャル先生本人が、今オンライン授業、日本語授業を受けてます。20 分とか

30 分、気楽に自分が都合のいい時間を選んで、先生とそういうオンライン授業を受けるこ
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とができます。そういう形に、おそらく普通のちゃんと資格持ってる先生ではなくても、

例えば退職された、以前経験あった方とか、少し時間に余裕が、いろんな方いると思いま

す。そういう人材を活用して、いろんな人がいろんな形で、オンラインで日本語授業を受

けられるようなシステムを作ったら、まず１ついかがでしょうか。 

 もう１つ、２つ目が、県内のイベント特にこれ外国人、県内に住んでいる外国人のため

に、おそらく、コミュニティ、自分が住んでるコミュニティに入りたい、溶け込みたい、

なかなかどうやってするか。１つの簡単な方法は、何か地域が企画しているイベントなん

か、よく結構いろんなイベントが、毎週末とかいろんなときに開催されてます。小学校か

らいつも案内来てる。何かの地域イベントの案内来てるんですけど、他の親たちと聞くと、

その他の学校が、そういう同じイベントの案内は来てないわけです。学校によって配って

る情報が異なります。それちょっと不思議と思いまして、結局いろんなイベントあっても、

結局その情報を知らない人が多いんではないか。ですから何かもっと、何かそういう情報

を気楽にアクセスできるようなチャンネル、何かあったら誰でももっとそういう情報をア

クセスして、自分がまずそのイベント参加することによって、地元の人たちと友達作って、

そこからその地域に飛び込むことできるのではないかと考えてます。以上です。 

 

【梅本座長】 

ありがとうございました。それでは普赤委員お願いいたします。 

 

【普赤委員】 

 はい。普赤でございます。商工会議所で活動しております。ですので、私の話は特に基

本方針３の外国人材の確保ですか、そちらの方の観点から、お話をさせていただきたいと

思います。石川県の経済にとって、外国人材はもう急速に、必要不可欠な存在になってま

す。実感と申し上げると、もうここ本当最近、急激に増えているということで、各企業、

それから地域も含めてだと思いますけど、大変戸惑っている、ということが現実だという

ふうに思います。これは労働の場所ということよりも、コミュニティとの関係のなかで、

多くが戸惑いの状態にあるというふうに思います。この状態というものについては、少し

ずつ課題を解決する具体的な方策をどうやっていくか、ということが大事で、いきなり全

てハッピーになるわけじゃないので、いろんな課題について、その地域が自分の課題とし

て受けとめて、解決策を具体的に出していくという作業が、大変大事だというふうに思い

ます。特にこれから、先ほど 帯同家族」という言葉が出てきましたけども、そういうこ

とで家族の皆さんも入ってらっしゃるというときに、コミュニティとの関係をどうするか

っていうことは、大きな課題だというふうに思います。いろんな課題が起こったときに、

迅速に対応するような仕組みづくりというのも、やっぱりあっていいのかなと思います。

具体的な提案は、県や市町村やそれから民間団体、それから関係の皆さんたちが、オンラ

インでもいいと思いますけども、その課題について迅速に話し合って、答えを出してくと

いうような仕組みが、それぞれの地域にあったらいいなというふうに感じます。企業もそ
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の地域で活動する主体でありますので、近所の地域にどう馴染んでいくか、みたいなこと

は当然これまでも考えてきたことですけれども、そんな中で、企業が地域のイベントに参

加するというようなことも普通に行われてますし、そういった形で外国人の皆さんも、普

通にその地域の活動に普通に入っていけるような環境づくりということを、地域を挙げて

考えていく必要があるのかなと思います。石川県の場合、特に金沢は、町内会活動みたい

なことが非常に活発ですし、そういう町内会の活動の中に、外国人の皆さんも参加できる

ような仕組みづくりをしたらどうかなというふうに思っています。あとちょっと全体の話

にも関連しますけど、外国人で入っていらっしゃった方で、私どもの地域もそうなんです

けど、特に外国人の皆さんだけが住んでらっしゃるようなマンションみたいなものが、結

構やっぱ点在してくると、やはり摩擦が増えるといいますか、なんかそういうこともあり

ます。どうしたらいいかわかりませんけど、まちづくりという観点から、そういう形のも

のをどうしていくのかみたいなこともですね、要はあらかじめ行政の方では想定をしてほ

しいな、というふうに思います。 

 最後に１点だけ、ちょっと気になる文言があったので。これは私だけなのかもしれませ

んけど、４ページですね。４ページに文化安全保障という言葉が出てきたんですけど、こ

の文化安全保障というのは、国際交流課長さらっと説明しましたけど、一般県民の皆さん、

これさらっと受け入れるかどうか、いささか疑問やなと思います。ちゃんとした説明をし

ないと、文化がどうやって安全保障っていうような、とか、別の何か難しいところに入っ

てくような気がするので、文化安全保障ということをどう使うのか、ということは、ちょ

っとよく考えた方がいい。ここに説明が書いてないと、何のこと言ってるんだかよくわか

んないということがあって、そこはちょっと気になりました。はい、以上です。 

 

【梅本座長】 

ありがとうございます。今の件についてよろしいですか。 

 

【小田課長】 

 はい。文化安全保障という言葉につきましては、確かに万人が聞いてすぐわかる言葉で

はないと思いますので、そこら辺の説明は丁寧にすることを心がけさせていただきます。

ありがとうございました。 

 

【梅本座長】 

それでは中村委員、お願いいたします。 

 

【中村委員】 

 東振精機の中村でございます。普赤さんの具体的な例は当社にありまして。私どもは能

美市というところです。実際にグループとしては、全体で全ての社員を含めると 750 人ぐ

らいいて、その内 50 人が外国の方という形になります。ただ外国の方といっても研修生ば
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かりでなくて、正社員からパートさんも含めて、いろいろな形で働いていただいていると

いうことになります。能美市の場合は、特に比較的中小企業の集積が多くて、特に機械系

の集積が多いっていうところで、結構研修生という部分が重要な担い手、働くことに対し

ての担い手になってるということになります。能美市自体は、人口は約５万人ですけども、

今その中で、住民基本台帳における外国人の方が 1,744 人いて、そのうち 1,300 人ほどが

外国人のいわゆる労働者とそのご家族ということで、外国人比率としては能美市の人口の

3.2％を占めている。これが高いか低いかというのはそれぞれ違うと思うんですけども、や

っぱり今後、普赤さんもおっしゃったように、人手不足ということだから、１つ潜在的な

働き手っていう形で、外国人の方の労働という部分は、大きく期待をしている地域かなと

いうふうに思います。そのなかで、昨日も実は能美市の産業振興会議っていうのがあって、

その中で、やはり１つは今、特に研修生も含めていくと、結構企業側として雇用という部

分よりも、生活も含めてかなり守ってる。それはどういう意味かというと、きちんと住所

をわかってるし、その方の年収も含めて、そういう個人情報としては、ちゃんと日本人の

方と同じように抱えてると。ところが今後、政府の方向とすると、その外国人の方の雇用

の年数の延長とともに、流動性というのを促進しましょう、ということです。実際、例え

ばそういう対象が増えると、やはり賃金の高い方に。簡単に言えば、若者と一緒ですね。

東京に、首都圏の方に行くっていう傾向があったときに、今そういう形で守っているとこ

ろが、逆に企業の手から離れていくということがあったときに、逆に言うと、受け入れ側

の方がそういう認識で、ちゃんとその人をガードされるかどうかという部分が、１つ心配

なのと、あとは昨日の市会議でもあったんですけども、市としても、やはり外国人の方の、

いわゆる災害時における保護っていう意味でですね、実は国際交流協会さんといろいろ検

討をされているんですけども。その中で国際交流協会の方から、やはり皆さんがどこに住

んでるか、ということを教えて欲しいと市に要望があるんだけども、個人情報なので出せ

ませんと、市としては出せませんと、ということになるとですね、結果、防災というのか、

保護という意味において、どこの地域に皆さんが点在してるか、かつ、例えば市は、もち

ろん防災放送とかやってるんですけど、別に日本語しか基本的に流れない。英語でやった

としても、研修生の人がベトナムとかマレーシアとかいろいろあって、多分それも理解で

きない。結果そうすると、孤立化ということになってしまうということもあってですね。

今日の方針にもありましたけれども、そういう意味での、リスクに対する外国人の方の保

護という部分を、企業側がやるべきなのか、それとも地域として、公共団体さんがきちん

とやっていただけるのかという部分もですね、ちょっとまだ曖昧な形で残されてるという

ところも指摘されています。そういう意味では、まだまだそういう外国人の雇用、採用に

ついては、まだ日本においてはある意味では、非常にまだスタートしたばっかりという部

分もあると思いますけれども、今後そういう人が増えるというなかで、きちんと、外国の

方のガードも含めてですね、ちょっと考えていかないといけないかなというふうに、今思

っております。以上でございます。 

 



8 

 

【梅本座長】 

ありがとうございました。それでは土井委員お願いします。 

 

【土井委員】 

 はい。土井です。私の方からですね、ちょっと方針案に沿って１個１個をお伝えしたい

と思うんですけども、なかなかこうやってプランになると、項目ごとに掲げて、方針ごと

の横串を刺すっていうのが難しいと思うので、その点をちょっと意識しながら、少しお伝

えをさせていただこうと思います。何も変えてくれというものでは、必ずしもなくですね、

こういう観点を持って、共通認識を持って進めていただけたらなというふうに思っており

ます。 

 まず最初のプランの案の方針のところ、１番最初にですね、全体像書かれておりまして、

そこに３つの基本方針案っていうのが記載されております。これちょっと気になったのが、

基本方針の１の方に、世界に開かれた国際交流の推進とあるんですが、実際これに基づく

項目を見ると、交流だけでなく協力の方にも力を入れていかれるようなことをされており

ますので、もし可能であれば 国際交流・協力」の推進ぐらいでもいいのかな、というふ

うに思ったりはしました。 

 また、基本方針２の方には、 外国人と日本人が～」というふうに書かれてるんですけど

も、これいわゆる総務省が、多文化共生の推進を進めるときには、必ずしも外国人対日本

人みたいな二項対立で考えるのは正しくないと、いわゆる国籍とか言語とか、その多様性

の中でっていうのがあるので、例えば外国人の中でも、いろんな国や文化宗教が違う方が

いらっしゃいますので、その中でも相互理解は必要ですし、それは日本人の中でもそうだ

よっていうことがありますので、タイトル的にはわかりやすくこう書いたとしてもですね、

中身は非常に外国人と日本人だけを取り上げているわけではないという認識は、とても必

要かなと思っています。 

 次のページに行きまして、基本方針１－１のところですけども、これ先ほど申しました

ように、国際協力に力を入れていくということが、とっても大事なことだと思っています。

取組の方向の②のところには、石川県の特徴を生かした国際協力の中に、ＪＩＣＡさんと

の連携と書いてあるんですけども、一方で、その後に受け入れ、いわゆる在住外国人との

連携っていうとこの中でいうと、国際交流団体との連携等に書かれています。つまり国際

協力においてはＪＩＣＡさん、国際交流においては民間団体みたいなかたちで、ちょっと

何か違和感があるんですね。石川県の中にも、国際協力系のＮＧＯの民間団体の方もたく

さんいらっしゃるので、こちらも民間との連携もしっかりしていただくっていう方が、バ

ランスが取れてるんじゃないかなというふうにも思いました。 

 次は２ページ飛んで、３つ目の民間国際交流団体との充実と連携体制づくりというとこ

ろですけども、今度は取組の方向の１番のところに、石川県国際交流協会の機能強化とい

うのが挙げられております。それの三角印の３つ目の部分にですね、国際交流ボランティ

アの育成・活用というのがあります。これちょっと言葉尻を捉えるようで申し訳ないんで
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すけども、私もいちＮＰＯの人間として、活用される側ってのはやっぱりあんまり印象は

良くないですよね。県からすると、活用したいって思いはあるにしてもですね、私達は県

に活用されるのかっていうふうに、誤解を生じてはよくないので、例えばボランティアの

育成、連携とか、協働とか、そういう形で一緒にやっていくんだっていう思いで、言葉を

使っていただいた方が受け取りがいいのかなというふうに思ったりします。 

 次のページですね、４つ目の国際社会に通用するというところですけども、これも取組

の方向の②に県民の国際理解の推進と書かれております。これ教育のところにもつながる

んですけども、令和３年に、国が中教審、中央教育審議会の方で 令和の日本型学校教育

の構築を目指して」という答申がなされて、今これに向けて、学校教育関係者の方々、取

り組まれてると思うんですけども、そこでは実は「 国際理解教育」ではなくて、「 多文化共

生教育」ということで、こちらに外国のことを知ろうだけではなくて、身近にいる外国に

ルーツを持つ方々との理解を深めていこう、みたいなことも書かれておりますので、教育

分野でも、この国際理解から多文化共生という方向性を踏襲されるというのは、すごく大

事なとこかなというふうに思っています。 

 次は基本方針２－２の、外国人住民への生活支援の充実ということで、ここは他の皆さ

んいろんなことをおっしゃっていただいたので、私からちょっとだけ追加させていただく

と、委員のアンケートの中にもですね、母語・母文化の意見が書いてあります。それは必

ずしも、外国人の方に、自分の言葉や文化を継承していただいてもいいんじゃないか、ぐ

らいの軽い気持ちではなくてですね、実は 2019 年に作られた日本語教育の推進に関する法

律、この法律にもしっかりと、特に就学年齢の子どもに関しては、家庭内の言語・文化の

教育をしっかりと尊重して進めること、というふうになってます。つまり日本語を教える

ことで、母語や母文化を失ってはならないですよ、ということがしっかり具体に書かれて

います。やっぱりそうなってしまうと、私は今、愛知県に住んでいるのですけど、逆に外

国人にルーツの子どもも、日本語を覚えて日本の文化を覚えたんだけど、やっぱり母語・

母文化が薄くなってしまうとですね、これちょっといいか悪いかは置いといて、企業さん

からすると、外国ルーツの子で、日本語とか日本文化しかできないのであれば、日本人雇

った方がいいよねと。だけども日本で育った子どもたちが、両方の言葉や文化を、いわゆ

るバイリンガル・バイカルチャル人材なのであれば、ぜひそれを採用したい、と言われる

企業さんがいらっしゃいます。なんでこれは、この後の外国人材の確保っていうところに

つながるんですけども、外国人を外から受け入れてきて、それを管理・監督する人も、外

から受けてくるっていうのが今現状多いんですけども、日本でやっぱり育った方々が、そ

ういった形に活躍できるというのはとても大事なので、これをしっかりとやっていただけ

ることが、将来的にいいのかなというふうに思ってます。 

 ちょっと時間も来ておりまして、最後になりますけども、基本方針３のですね、外国人

材の安定的な確保に向けたっていうところ、いろいろ取り組まれています。これ労働政策

という意味では、こういう枠の言葉遣いも必要なところがありますし、国もそういう言い

方をしているので、それに沿ってやるってことは大事な部分もあるんですけども。やはり
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これもですね、外国人からすると、私達は人材で、安定的に確保される道具のように、思

われているのか。逆にもしそうであれば、これはもう企業がやればいいことじゃないか、

みたいなことを、やっぱり県民の方々からも思われかねないので。あくまで労働力として

だけ見てみてもらうようなメッセージ性を伝えてしまうことには、ちょっとリスクもある

かなと思います。言葉を使ったとしても、ちょっとそうではないんだよということは、し

っかりと打ち出していただくことがとっても大事ですね。 

 それは次の２の外国人材が活躍できる環境の整備にも関連していくもので、どうしても

外国人材というと、海外から呼び寄せる人っていうイメージがすごく強いですが、例えば

日本国内でも、外国人材の方でまだ就労につけてない、キャリアアップしたいという方が

たくさんいらっしゃいます。令和２年度の国勢調査で、石川県内の外国人の完全失業者が

200 人以上いらっしゃるんですね。こういった方々を無視して、外から呼んでしまうと、逆

に外国人側から、なぜ今長くここにいる私達が、そこにルートとして結びつかないんだろ

うかと。なのでやっぱり今いる方々への再就職支援だったり、キャリアアップ支援という

ことも、しっかりと取り組んでいかれる方が、これもバランスがいいのではないかなとい

うふうに思いました。ちょっと長くなりました。私からは以上です。 

 

【梅本座長】 

ありがとうございます。それでは竹澤委員お願いします。 

 

【竹澤委員】 

 はい。アリス学園の理事長の竹澤と申します。よろしくお願いします。先週ちょうどス

リランカから帰ってきまして、２週間前はインドのアッサム地方に行ってましたが、全世

界、結構アジアのところはあちこち回ってるんですけど。どこの国の人がどんな性格をし

てて、どんな生活をしているかって、そういうことってすごく石川県の中で定着するのに

は、有用な情報じゃないかなって思うんです。どこの国でも一緒だって思って、みんな使

っているんですけども、そうじゃなくて、それぞれの国の文化とか、生活様式をやっぱり

十分尊重しながらですね、仕事をしてもらうということに、もうちょっと企業の方が、知

識が増えればいいのかなと思ってます。 

 それと、私達は日本語教育やってるんですが、クラスは持ってるんですけれども、やは

り日本語の先生を募集してもですね みんなの日本語」で教えるっていう先生が非常に多

いんですね。今、国では いろどり」というのを使って、英会話でいうと、どちらかとい

うと、普通の高校・中学校の教科書から学ぶという教科書と、ビジネス英会話とか旅行英

会話とか、そういうのあるじゃないですか、「 いろどり」というのは、そのＴＰＯに合わせ

て、教科書を使いながら、そして今ある困ってることに対応できる、それから発信する、

自分で表現するというのは非常に適したテキストで、かつ自分でオンラインで勉強できる

教材も揃ってるんですね。ぜひその、国際交流協会の方に登録の日本語の先生に、そちら

の方をもう少し教えられるように、少し何かそういうふうに移行してもらうと、もっと会
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社で働いてる人たちは助かるんじゃないかな、もっと自分たちで、日本の生活を楽しむこ

とができるんじゃないかなと思っています。 

 それからですね、先ほどからよくありますけど、育成就労になったりすると、だんだん

自由に仕事を選択することができるようになります。いかにやはり地元に残っていただけ

るかというのが、非常に重要になってくるかなと思うんですね。給料が高いから都会に行

くとか、でもその代わり生活費とか高くなるわけですよ。だから、十分な情報を理解した

上で、自分たちが選んでいく、そういう何かジョブセンターみたいなもの、これ横浜とか

私達学校あるんですけど、ちゃんとあるんですね、東京にもジョブセンターあるんです。

石川県はあるのかどうかわからないんですけど、そういった形で石川県の良さを理解した

上で、それでも他地域行きますか、そういう形のものがあるといいかなと思うんです。な

ぜならば、騙されて行ってみて、結局、仕事が採用じゃなくて採用予定で行って、会社を

辞めて、そして向こう行ったらまだ雇用されなかったって、宙ぶらりんになってしまう人

が出てしまうんですね。そこら辺のリスクを、どういうふうに回避してあげるかというこ

とも、その県の優しさじゃないかなと思います。 

 それから交流に関しては、私、金沢市に住んでるわけなんですけど、百万石踊り流し、

あれがですね、すごい人気で、世界中の学生からですね、あれに参加したいって応募があ

るんですね。いや金沢だけでなくて大聖寺の方にもあるんですけど、そこでも踊り流しが

あるんですね。盆踊りがみんな、何か他の国にはなくて、日本の盆踊りが面白い、そうい

う形があるので、そういう何かみんなが集まって、話し合うんじゃなくて、もっと楽しむ

形のものがあればいいのかなというのと。 

 あとせっかく学生がいっぱいいるのに、小学校とか中学校とか、学校から交流の依頼が

ないんですね。いくらこちらの方で、行きますよ、交流しますよって言っても、あんまり

学校が積極的に国際交流しようとしていないので、それはもったいないかなと思っていま

す。 

 それから１０ページの取組の方向の、海外の送り出し機関との連携促進というのがあり

ますよね。ここで自動車協会がベトナム「・ハイフォン社っていう形でやったんですけども、

そういった会社と連携するというのもあるんですけど、今私お願いされてるのが、いろん

な国からも、ベトナムからもお願いされるんですけど。特定技能の支援する際のお金の仕

組み、企業に求められる仕組みが、国ごとにちょっと違うんですね。だからそれを知った

上で、どの国を選ぶかという知識も必要だし、あと専門高校、日本でいうと、商業高校で

あったり、工業高校だったり、そういったところの人は、大学に進めないで、そのまま働

かなきゃいけないんですけど、働く場所がなく、そしてもっと勉強意欲があるっていう学

校がたくさんあるんです。アジアには。そういうところに、ぜひ石川県の良さを知っても

らって、そして先生が足りないので、先生を派遣するっていうのはできないんですけれど

も、企業の方が訪問してですね、交流していくみたいな形があると面白いかなと思ってお

ります。以上です。 
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【梅本座長】 

ありがとうございます。それでは高橋委員お願いします。 

 

【高橋委員】 

 国際交流協会の高橋です。今、他の委員の皆さんも、やはりご発言の中で多かったキー

ワードが、やはりこの日本語の教育ということが、やっぱり多かったと思います。やっぱ

り私もそう思ってますが、先ほどもありましたように、生成ＡＩを活用、これも本当に、

一昨年した県の方のアンケート調査では、もう独学で日本語を学ぶという方が、かなりの

割合でいるという事実もありまして、おそらくですが、やはりその当時のアプリを使った

りとかっていうものも、多いのかなと思ってまして。この生成ＡＩの日本語というものに

は、私はすごく関心を今持っているところです。ただまだ具体的な案があるとか、そんな

ものではないですが、やはりそういったものも、活用が今後出てくるんだろうなと思って

おります。 

 またマーシャル委員からは、オンライン日本語教室というものをもっと活用すべきだと

いうことでご意見いただきましたが、我々のこの国際交流協会においても、令和５年から

地理的に、時間的に地域の日本語教室に通えない方々を対象に、オンライン日本語教室と

いうものを開催はしてるんですが、まだまだ我々アピールが足りないのかなということを

今、反省しております。ただ日本語教育と言いましても、本当にいろんなレベルがあって、

片言の日本語から日常会話程度、更には質の高い自立した生活ができる日本語まで、幅が

広いんですけれども、今これ全体、今この場で言うのかって話なんですが、全体をもう１

度、こうやって説明を受けながら俯瞰して見ますと、４ページになりますが、基本方針１

－３まさに我々、私の方で石川県国際交流協会の機能強化の欄で、やっぱりもう１つ大事

なのは、地域の日本語教室、こちらの方は日本語教育というレベルでいうと、そんなに高

くはないんですが、やはり外国人にとっては交流の場であり、居場所づくりであり、生活

支援の場でもある。こういったところに対して、我々の今取組としては、県内の空白地域、

日本語教室の空白地域の立ち上げ支援、または自立支援というものも今でもやってますが、

やっぱそういうことも並行して、しっかりとやっていく必要があるなと今実感しておりま

して。私が今この場で言うのはおかしいんですが、取組の方向の中で、やはり地域の日本

語教室の連携強化というのも、やはり自分の思いとしては、大事なことだということを、

今再認識させていただいたとところです。以上でございます。 

 

【梅本座長】 

ありがとうございます。それでは下徳委員お願いいたします。 

【下徳委員】 

 小松市国際交流協会の下徳と申します。よろしくお願いいたします。小松の場合は、県

内でも特に日系人の方が多い地域であります。それでやはり、外国人の子どもさん、日系

人の子どもさんが、家庭内でお母さん、お父さんとは少し母国語で話したりはするんです



13 

 

が、多分その母国に帰ったときに、全くほとんど話せない子どもさんの方が多いのではな

いかと思います。それでＫＩＡの方でも、母国語で絵本を読もうとか、そういう取組は行

っております。 

 コミュニティの話ですけど、意外とブラジルの方のコミュニティというのは、恐らく、

1,300 人ぐらいいらっしゃいますので、たくさんあるはずなんですけれども、グループご

とによって違うといいますか、そこが少し難しいところがあるかなと思います。最近増え

ていますインドネシアの方、どんどん本当に 500 人ぐらいになるのではないかと思ってる

んですけれども、インドネシアの方は意外と１つにまとまってる様子が見受けられます。

それで、キーパーソンの方とか、インドネシアの大きなコミュニティを引っ張ってくださ

る方々がいらっしゃいますので、今、ＫＩＡではその方々とも連携を取り合って、インド

ネシアの方のお祭りに、私も参加したり、インドネシアの方と一緒に地域のイベントでお

料理を出したり、そういう交流もさせていただいてます。 

 あとＪＩＣＡさんとはもう本当に、ＫＩＡ始まりましてからずっと 30 年ほど、青年海外

研修でありますとか、最近では一昨年より、日系サポーター研修というのでお世話になっ

ております。ブラジルから、サポーターの研修員の方がいらしてくださって、お１人なん

ですが、小松の方で、小松の教育サポートでありますとか、子育てサポートでありますと

か、そういう研修をしていただきまして、逆に私どもの方も、ブラジルの子どもさんの環

境が、あまりに日本と違うということを学ばせていただき、プロジェクトの方も来てくだ

さってるんですが、ちょっとその方のご苦労を伺う機会になっております。いかに今日本

にいらっしゃる子どもさん方が、ブラジルへ帰ったときに困らないか。あとブラジルから

日本に来られる方々が、いかに小松で元気に楽しく安全に暮らしていただけるかというこ

とを考えております。もちろんその他の国々の方に対しましても、心寄り添うように、常

に思っております。 

 あとは、高校生とか、高校・小学校・中学校も最近は出向いたりして、交流を促進する

ようにしています。先日小松の大谷高校さんのお茶会・茶道の教室に参加させていただき

ましたし、来年は市立高校さんの方からお習字とか、お琴の文化体験どうですかというお

声掛けいただいています。小学校の方でも、少しいらしていただきました日系サポートの

方に講座をしていただきまして、小学校２年生の皆さんにブラジルのお話をしていただい

たりしました。お話したいことたくさんあるんですが、長くなりますのでこの辺にさせて

いただきます。 

 

【梅本座長】 

ありがとうございます。それでは是川委員お願いします。 

【是川委員】 

 ありがとうございます。私の方からは大きく４点ほど、お話したいと思います。 

 まず１点目として、全体として非常に良いバランスなのではないかなと思いました。と

申し上げますのは、いわゆる外国人政策に関わるようなこうしたプランは国政レベルで言
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っても、重要な点が混同されたまま議論が進んでいるわけですね。攻めと守りみたいな話

ですけれども、簡単に言いますと、どれくらい受け入れるべきか否かみたいな話と、受け

入れた後どうするかって話が、混同されてしまっているんですね。 

 今、国のレベルで起きてることというのは、要するに受け入れるべきではないみたいな

話と、受け入れた後の人権が混同されているということです。 

 そういう意味で言いますと、このプランの素晴らしい点といたしましては、県の成長戦

略にしっかりと位置付けて、人手不足という言い方は露骨であるというご指摘はごもっと

もではありますが、一方で、実際、現実としてですね、労働政策として、国際労働市場と

の接続が必要不可欠であるという状況があると。これは態度として、新しく受け入れると

いうことの根拠になるわけですね。受け入れた後どうするか、という議論は、まさに多文

化共生という言葉で、これまで行われてきた取り組み、一言で言えば人権の話です。外国

人、日本人、国籍に関わらず、人権がしっかりと保障されるべきであって、かつ海外から

来られた方というのは、その人権の保障においてもですね、やっぱりどうしても、制度へ

のアクセシビリティとかに課題があるので、そこをちゃんと補助していきます、サポート

していって、実績に見ても、ちゃんと人権が平等に保障されるようにすると、そういうこ

とだというふうに思います。 

 そういう意味で言いますと、成長戦略に位置付け、労働政策としてのニーズも掲げつつ、

入ってきた方々の人権を保障する、という建て付けになっている本プランというのは、非

常に良い攻めと守りというか、そういったバランスがしっかりとれているとうふうに思い

ます。 

 ２点目といたしまして、多文化共生ですね、その点についてです。これまで日本におい

ては、戦後の在日コリアンの定住化、その後 90 年代以降の、日系人を中心とした定住外国

人の増加、そういったなかで、様々な受け入れの経験というのが積み重ねられてきました。

これまでの、特に 90 年代以降、日系人の受け入れにおいて、集住都市会議のようなところ

で積み重ねられてきた経験を改めてレビューしてみますと、見えてくることは、やはり雇

用問題というのが、非常に問題の様々な課題の根底にあったと。そしてその雇用が不安定

であると、日系人の方、派遣の方が多かったということで、雇用が不安定であることがそ

の後、家族や子どもの教育問題といったものにも波及していくと、そういった流れがあっ

たのかなと思います。一方、今現状、新しく受け入れが進むであろうカテゴリーの方は、

雇用があって来られる方が多いので、日系人の方が直面したような、来たけども何か仕事

がないみたいな状況というのは、とりあえずは解決されているのかなと。ただ一方で、こ

れまでの問題が起きてきたメカニズムを考えるならば、やはり雇用のところをしっかりと

押さえると。その上で、その後、波及していく様々な生活問題というものが起こり得るん

だというところは踏まえた上で、サポートの体制を作っていくということが大事かなと思

います。そういう意味では、様々なワンストップでですね、悩みとかそういったものを、

相談に乗るといったような、そういったサポートというのは、そういう問題のインテイク

として、非常に重要だというふうに思いました。 
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 ３点目教育です。教育につきましては、地域の日本語とかですね、また帯同家族等が来

たときの、生活者としての日本語。こちら日本語教育、空白地域をなくすとか、そういっ

た地道な取組が求められると思います。また、このプランで非常に良いなと思ったのは、

外国につながりのある子ども等への日本語教育の推進、そして、それに加えて重要な、や

はり母語教育・母語支援というのも非常に重要だということです。外国につながりのある

子ども等に関しては、不就学とか不登校といったこと、教育制度へのアクセシビリティの

ところで、障害がないようにするということ。次に母語支援です。今、起きている現象と

して、実は中学校を現地で終えて、その後、高校入学の段階に入ってくるダイレクト組と

いう人たちが非常に躍進しているんですね。実は来たときは、日本語できないと、ところ

が高校に入ると、小学生とか、それぐらいの頃から日本にいた子よりも遥かに伸びていく

と。これはなぜかと、現場の教員の方がいろいろと調べていくと分かったことというのは、

母語でしっかり教育を受けているので、抽象的思考がしっかりできる、学習言語がしっか

りできていると。よって、外国語としての日本語を後から学んだときに、キャッチアップ

が非常に速いということです。日本語ですら、ずっと日本にいた子よりも、うまくなって

しまうっていうんですね。ということで、母語支援というのは単なるアイデンティティや、

文化尊重という意味合いだけではなく、実は極めて実用的なところで、日本語教育の効果

やその他教育の効果を、非常に高くするという実用的な効果もあります。そういう意味で

は、母語支援というのは、単に理念的なものではなく、そういった政策の重要な要素とし

て捉えるべきだというふうに思います。 

 最後に、不安にどう対処するかというところです。これまで日本社会を経験してきた受

け入れの経験を見ますと、実は不安というものは、大きく３つぐらいの要素でできていま

す。 

 実は一番大きいのが 無知」です。無知であるがゆえに、不安に思う。実害はないんで

すけど、なんか不安っていうものです。これが実際の問題の、多分６～７割を占めていま

す。これまでの様々なレポートなどを見ていきますと、次に出てくるのが ゴミ出し・騒

音」です。このゴミ出し・騒音については、きちんと指導すれば、すぐ収まるということ

があります。そして、最後出てくるのが たむろ」ですね。これは不就学の問題とも関わ

っているんですが、日本では、いい年した若い者が昼間からブラブラしているという状況

に対して、非常に否定的です。不就学・不登校で、昼間からブラブラしている、それと見

て外国人とわかる子どもたちがいると、近隣の、日中地域にいらっしゃる、特に高齢の方

が、非常に不安に思うんですね。これで市役所等に通報が行くと。 

 ですので、実際、これまでの日本の受け入れで、外国人の受け入れが増加して、治安お

よびその他の実害が出た例は、実はないんですね。個別の事件はありますけど、数字上、

治安等が悪化したというについては、実はよく見ていくと、ありません。ですので、不安

のメカニズム 無知・ゴミ出し騒音・たむろ」というメカニズムを、しっかりと押さえて

ですね、そこに対処していくということが大事だと思います。 
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 あとですね、反うわさ戦略というのは、最近海外でも注目されているんですが、ファク

トチェックというのが非常に重要です。このファクトはですね、治安とかそういう割とハ

ードな制度に関する件に関して生じるんですが。ここはですね、やっぱり行政のキャパシ

ティビルディングが重要だと思います。こういった不安等が出たときに、常日頃からです

ね、一係でも構いませんので、行政社会に関する様々なファクトをちゃんと収集しておい

て、データとして持っておいて、何かあったときに、パッと首長などから、事実を簡潔に

述べるそういった体制、その支える職員のキャパシティビルディングというものが重要で

はないかなというふうに思います。すいません、長くなりましたが以上です。 

 

【梅本座長】 

ありがとうございます。それでは折田委員どうぞよろしくお願いします。 

【折田委員】 

 はい、ありがとうございます。私からもできるだけ手短に、３点ほど申し上げたいと思

います。 

 １つ目ですが、基本方針１－４の、グローバル社会で活躍できる人材の育成というとこ

ろについてです。この７年間の中期計画だけで成果がどれだけ見えるかというのは、難し

さはあるかもしれませんが、やはり長期的な投資として、大変重要だなと思って拝見して

いました。特に小中高、ちょうど今日は教育委員会の方からもお越しと承知していますが、

公教育に言及くださっているところに関しては、英語教育のみならず、その他いろいろな

科目を通じた国際理解教育があると思います。ご承知の通り、2020 年の学習指導要領の改

定の全面実施によって、持続可能な社会の担い手として、グローバル人材に関わる資質・

能力の育成が、一層求められていますが、現場の先生がやはり時間がなくて、とても難し

い状況にあると聞き及んでいます。市民社会や、それからＪＩＣＡの支援も使っていただ

いて、その公教育の授業の中に、そういった内容をどんどん取り込んでいただくといいと

思います。石川県は総合教育センターをお持ちだと思いますが、そういうところで、土井

さんは、今となっては国際理解教育から多文化共生教育、とおっしゃっていましたが、そ

ういう視点の研修がどんどん入るといいと思っています。必ずしもこのプランに、明示的

に記載される内容ではないかもしれませんが、ぜひ進めていただければと切にお願いする

ところです。ＪＩＣＡの支援も、活用できるところがあればぜひご活用ください。 

 ２点目ですが、これもこのプランの中に明示的に記載となるかというのはありますが、

石川県さんにとって、能登というのは、なかなか難しさが残っている地域だと思っていま

す。山路さんが、能登に多文化窓口を置いたり、能登の多文化プランを作ったりすると良

いのではないかということをおっしゃいました。もちろん、能登には別途創造的復興プラ

ンというものが立ち上がっていることも承知していますが、県の政策自体は、縦横にマト

リックス的な状況になるものだと思います。地域における国際化・多文化共生の視点とい

う意味で、こちらの県の国際化プランの中でも、能登における多文化を検討いただくと良

いのではないかと思います。多様な人々の共生という観点では、この間 ほくりくみらい
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基金」さんがジェンダーの報告書を出されてたと承知しています。能登の今回の復旧にお

ける対応においては、ジェンダーの側面でも難しさが伴ったという話をうかがってます。

そういった観点から、能登に対しても、国際化や多文化と併せて、ジェンダーも含めた多

様な人々のプランというようなもの、また窓口というようなものがあるといいなと思って

お聞きしていました。 

 あと３つ目ですが、これももしかしたら石川県さんの中の部署間を超えたお話で、多少

やりにくいところの話かもしれません。是川先生もおっしゃっていた、県の外国人の支援

機能みたいなものが、しっかりと書き込まれているのは素晴らしいというお話に関連して。

今私ども JICA からも、（県が設置している）外国人材ワンストップセンターさんの方に、

人を置かせていただいています。基本的に企業側、外国人を雇いたい企業さんの方の支援

を行う機能と承知しており、外国人の全般の支援は国際交流協会さんの方でなさっている、

ということではありますが、この外国人材ワンストップセンターさんに、企業側のみなら

ず、その雇用を求める外国人支援みたいな機能も、少しオーバーラップしながらあると、

よりわかりやすいし、より重厚になっていくのかなと。そういう意味では、外国人材ワン

ストップセンターさんにおける人員の強化などあるといいのではと思ったところです。 

 加えて、外国人支援という意味では、これも少し余計なお話かもしれませんが、またご

承知かもしれませんが、お隣の福井県さんで、外国人の各同胞組織やそのコミュニティリ

ーダーと県が直接ガッチリつながっているというのがあります。私どもＪＩＣＡという立

場でではありますが、日本の各地での多文化共生をどう進めるかというのを私達なりに見

てきた中で、同胞組織とそのキーパーソンに、どうやって一緒に行政と同じ目線で動いて

もらうかというのが、ものすごく重要で難しいと思っています。石川県さんのように、防

ぎようのない勢いで人が入ってくるという状況になくて、一定程度、意図したペースで、

人々に入ってきていただける状態にあるときから、同胞組織とのネットワークの強化など

もあると、将来的に良いのではないかと思った次第です。以上３点です。ありがとうござ

います。 

 

【梅本座長】 

 ありがとうございました。大変貴重なご意見の数々をいただきました。ちょっと時間オ

ーバーしておりますけど、それぞれ、大変興味深い貴重なご意見ですので、あえてちょっ

と、時間も押してしまいましたけれども、大変、私自身も勉強になりました。ちょっと私

から一言ですね。私はもう既に役人を辞めておりますので、ややその勝手なことを申し上

げますとですね、やはり外国人の受け入れというのは、非常に大きなテーマだと思います。

これはそれぞれの部署が、もう片手間でやるような話じゃないんだと思うんですね。もう

日本社会の根源的な問題だと思いますので、ぜひ、これは資源もそれなりに投入をしてい

ただくということが必要なんだと思います。それからその際に、外国人の方っていうのは、

みんなが支援の受け手ではなくて、外国人の方が増えてこられる、また長くおられる方が

増えてこられるとですね、一緒になって、そういう方に、コミュニティリーダーについて
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も言及されておりましたけれども、例えば、その母語での教育というようなところも、も

うおられる外国人の方を活用する、という言葉がいいのかどうかというのがあるんですけ

れども、大いに寄与していただく。一緒になってやっていくというようなことを、ぜひ進

めていただければと思います。 

 それから、こんなことを申し上げると、そんな甘い話じゃないというふうに言われるか

もしれませんけれども、例えば、外国人が来られたそのお子さんっていうのは、将来、ま

た母国に戻られるかもしれません。そのときに、日本のことを大切に思う気持ちを持って

帰ってもらえると、実は日本のファンが国際的に活躍をする、そういう人が増えるという

ことですので。現実にそれぞれの場面で対応される方にとっては、なかなか苦労とか、面

倒くさいとか、大変というのはあると思いますが、非常に大きなチャンスでもあるんだ、

ということを、ぜひ、これは多くの方にも知っていただきたい。つまり、うまく対応して

いくとこれは日本にとって、日本社会にとって、チャンスになり得ると、そういう意識で、

大変だと思いますけれども、県の方でも取り組んでいただけたらというふうに思います。

以上、ちょっと私の簡単なコメントでございますが。 

 事務局におかれましては、今回の意見を参考に、また作業を進めていただければと思い

ます。本日の議事はこれで終了いたしますので、進行を事務局にお返しいたします。 

 

【戒田部長】 

 最後に一言私から御礼を申し上げたいと思います。梅本座長はじめ、委員の皆様からは、

それぞれの立場から貴重なご意見を賜りまして、誠にありがとうございました。これから

さらにプランの案を作り込んでまいりますので、どうぞ引き続きご支援、ご協力を賜りま

すようによろしくお願い申し上げます。本日はどうもありがとうございました。 

 


